
編

集

後

記

◇

『奈
良
史
学
」

二
十
四
号
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

本
号
は
、
守
山
記
生
先
生
の
退
職
記
念
号
と
し
て
編
集
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年

一
〇
月
七
日
に
先
生

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
は
か
ら
ず
も
、
追
悼
号
に

も
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
痛
恨
の
き
わ
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

ら
た
め
ま
し
て
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
さ
て
、
本
号
に
は
、
そ
の
守
山
先
生
の
教
え
子
お
ふ
た
り
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
嶋
中
博
章
氏
と
杉
浦
武
仁
氏
で
す
。
と
も

に
奈
良
大
学
を
ご

卒
業
後
、
関
西
大
学
大
学
院
に
す
す
ま
れ
、
西
洋

史
学
界
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
高

い
評

価
を
う
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
々
を
数
多
く
育
て
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
か
ら

も
、
守
山
先
生
が
奈
良
大
学
で
ほ
ど
こ
さ
れ
て
き
た
教
育
が
、
い
か

に
質
の
高
く
、
そ
れ
で
い
て
人
間
味
あ
ふ
れ
た
温
か
な
も
の
で
あ

っ

た
か
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

◇
な
お
、
本
号
冒
頭
の
年
譜

・
著
作
は
、
守
山
先
生
ご
自
身
の
手
に

な
る
も
の
で
す
。

四
月
の
段
階
で
す
で
に
ご
用
意

い
た
だ
き
、
何
回

か
の
ご
訂
正
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
こ
原
稿
と
い
え
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
本
号
に
は
、
嶋
中

・
杉
浦
論
文
以
外
に
も
多
数
、
力
作
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
田
憲
司
論
文

・
丸
山
幸
彦
論
文
は
、
史
学
科

専
任
教
員
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
清
水
教
好
論
文
は
、
非
常
勤

講
師
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
に
よ
る
も
の
、
そ
し
て
、
利
行
椎

美
論
文
は
、
昨
年
度
の
卒
業
生
に
よ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

◇
な
お
、
本
号
の
奥
付
は
、
例
年
と
異
な
り
、
二
〇

〇
七
年

一
月

三
十

一
口
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(河
)

奈

良

史

学

第

二
+

四
号

二
〇

〇

七

年

一
月

三

十

一
日
発

行

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会

長

丸

山

幸

彦

奈
良
市
山
陵
町

一
五
〇
〇

奈
良
大
学
文
学
部
内

一T
⊥ハ
三

一
ー
八
五
〇
二

翫

〇
七
四
ニ
ー
四
四
-

一
二
五

一

(代
)

振
込

○
〇
九
九
〇
1
ニ
ー
三

一
五
九
四
九

印

刷

所

株

式

会

社

昭

文

社

奈
良
市
柏
木
町

一
七
六
-

一

〒
六
三
〇
1
八
〇
コ
ニ
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